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各職場のつながりやパートナーとの連携を意識
東日本旅客鉃道株式会社大宮支社設備部旅客設備課

お客さまサービス向上や災害時早期復旧等のために

東日本旅客鉃道
株式会社　　　
執行役員大宮支社長

大西　精治

東日本旅客鉃道
大 宮 支 社 　大宮設備総合事務所 １月日

開 所

（８）（第３種郵便物認可） ２０２２年　（令和４年）　１月２０日　（木曜日）

事務所フロア ラウンジスペース

コワーキングスペース東面外観

　新築された大宮設備総合事務所は、年４月にジェイアール東日本建築設計（現Ｊ
Ｒ東日本建築設計）で実施設計が開始され、この時点から参画し、施工計画や工程表づ
くり、鉄骨市況の情報提供、工事の技術提案などに従事している。
　現場を指揮した五十嵐雅行所長は「当社はＪＲ東日本のグループ会社として駅舎建設
を手がけてきましたが、元請けとして大規模な事務所ビルを施工するのは初の事例とな
ります。建物の精度や品質・工程など要求項目を満たすため、社の総力をあげて取り組
みました」と話す。
　建設敷地は旧大宮操車場跡の一角であり、新幹線高架橋に近接している。新幹線の運
行に支障を出してはならないという課題を受け、杭工事、鉄骨建て方、飛散物対策とし
て確実な養生を徹底した。

　「杭工事は一次根伐り底で進めましたが、その前段階で地盤改良も必要でした。新幹
線軌道への配慮では、高架橋との距離を考慮し、１階のスラブ上に重機を配置して鉄骨
建て方を行う『建て逃げ工法』を採用しています。飛散物点検は毎日午前と午後、現場
巡回を繰り返しました」（五十嵐所長）
　地下工事の際、燃えガラを取り除き「鉄道の歴史の上で仕事をしている」実感を得、
安全や品質に対する意識を高められたという。
　五十嵐所長は「コロナ禍影響を懸念しましたが、工程への支障はなく、確実な感染防
止対策でクラスターを発生させることなく竣工できました。協力会社、作業員の全員が
無災害での引き渡しを実現してくれたと思います。指導とご理解をいただいたＪＲ東日
本大宮建築技術センター様、ＪＲ東日本大宮支社様、工事監理のＪＲ東日本建築設計様
に深く感謝します」と現場を振り返った。

■工　事　名　称：大宮駅構内現業事務所７号ほか８棟新築その他工事
■建　設　地：さいたま市大宮区錦町番２、中央区上落合九丁目番
■建　築　主：東日本旅客鉃道株式会社大宮支社
■設　　　計：東日本旅客鉃道株式会社大宮一級建築士事務所、株式会社ＪＲ東日本建築設計
■監　　　理：東日本旅客鉃道株式会社大宮建築技術センター、株式会社ＪＲ東日本建築設計
■施　　　工：ユニオン建設株式会社大宮支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造８階建て、建築面積，．㎡、延床面積，．㎡（事務所棟，．㎡、自動車車庫１・２・３／．㎡、

倉庫１・２・３／．㎡、自転車駐車場１・２／．㎡
■駐　車　場：台（内身障者用３台）、駐輪場台
■工　　　期：年３月日～年１月日
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　新事務所の職場づくりにおいては、集約される各
職場のつながりやグループ会社等との連携を意識し
ました。
　共用部であるＥＶホールと各職場とは壁の無い開
放的な空間での接続を検討しましたが、セキュリテ
ィや空調効率の観点から壁は必要になるため、境界
部をガラス張りとすることで仕切りながらも開放的
な空間としました。さらに、共用部と執務スペース
の間に打ち合わせのほか雑談や休憩等にも利用でき
る「ラウンジスペース」を設けることで、他職場の
社員や関係者が各職場に足を運びやすくしました。
　各職場の設備等は可能な限り共有化することと
し、休養室や会議室等は各職場が共同で使用します。
また、これまで各職場で行っていた総務業務を集約

した設備総務センターを配置することになっていま
す。会議室の一つには対策室となる機能を備えてお
り、災害時に各系統の社員が集合して本社や現地対
策本部との連携を図るため、モニタリングや通信等
のシステムを強化しています。これにより、社内の
情報伝達制度及び速度の向上を実現します。
　また、新たな働き方への対応として「コワーキン
グスペース」を設置しました。ここは「自分の事務
所に縛られない働き方」として、当社の社員はもと
より、グループ会社等の社員も自由に業務できるス
ペースとなり、自職場との往来に要する移動時間を
削減できます。また、給水・給湯・冷蔵庫も整備さ
れ、昼食等にも利用が可能です。

　この度、「大宮設備総合事務所」が運
用開始となり、大宮エリアに点在してい
た設備関係の現業事務所が集約されるこ
とになりました。
　鉄道は保線や土木、建築、機械、電力、
信号通信と多くの設備が関連して成り立
っており、それらを保守する各系統の連
携により鉄道輸送の安全が支えられてい
ます。今回、設備関係の現業事務所が一
つの建物に集約されることによって社員
間の直接的なコミュニケーションが活発
になり、更なる連携強化と効率的な業務
推進が図られます。これらの新たな力を、
日々のメンテナンスはもちろん、お客さ
まサービス向上や災害時の早期復旧等に
繋げてまいります。

　新事務所には当社の現業事務所のほか
グループ会社も入居し、さらには本社、
他支社、グループ会社等の社員が自由に
使用できるコワーキングスペースも設置
されるなど、新たな働き方にも対応して
います。
　今後はこの新事務所を大宮エリアの新
たな設備メンテナンス拠点とし、グルー
プ会社も含めたチームワークで当社の経
営のトッププライオリティである「究極
の安全」を追求してまいります。
最後に、本工事にあたり格別のご理解と
ご協力を賜りましたご近隣の皆様、工事
を安全に完遂していただいた多くの工事
関係者の皆様に厚く御礼を申し上げま
す。


